
対
す
る
評
価
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
人
口
減
少
下
で
の
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
】

　

急
速
な
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、
全

国
的
に
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
町
で
も
、
職
員
採
用
試
験
へ
の
応

募
者
数
が
減
少
し
、
特
に
技
術
職
は
予

定
し
た
採
用
者
数
を
確
保
で
き
な
い
こ

と
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

令
和   

７
年
度
に
策
定
す
る
「
人
材
育
成・

確
保
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、
組
織
力

の
強
化
や
働
き
方
改
革
の
推
進
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
を
進
め
る
な

ど
、
人
材
の
育
成
と
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
業
務
を
効
率
化
し
、
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ

の
活
用
な
ど
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る

と
と
と
も
に
、
遠
賀
郡
内
お
よ
び
北
九

州
都
市
圏
で
の
広
域
行
政
の
展
開
や
民

「
数
十
年
先
の
岡
垣
町
を
見
据
え
た
取
り
組
み
」と

「
今
暮
ら
し
て
い
る
住
民
の
幸
福
度
を
高
め
る
取
り
組
み
」を
進
め
る
た
め
に

　

第
６
次
総
合
計
画
の
中
間
評
価
に
伴

い
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

「
住
み
や
す
い
」と
い
う
回
答
が
85
％
を

超
え
、
計
画
策
定
時
よ
り
13
％
増
加
し

ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
自
然
が

豊
か
だ
か
ら
」の
ほ
か
、「
防
犯
体
制
が
整

い
、
交
通
事
故
や
犯
罪
等
が
少
な
く
安

心
し
て
生
活
で
き
る
か
ら
」と
回
答
し
た

人
の
割
合
が
大
き
く
上
昇
し
ま
し
た
。
岡

垣
町
の
人
口
当
た
り
の
刑
法
犯
認
知
件

数
は
県
内
で
も
少
な
い
水
準
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
日
頃
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
時
の
見
守
り
や
交
通

安
全
誘
導
、
青
色
回
転
灯
装
着
車
で
の

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
地
域
に
誇
り
と

愛
着
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
住
民
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た
民

間
企
業
に
よ
る
調
査
「
街
の
幸
福
度
＆
住

み
続
け
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
５
」

で
は
、
４
年
連
続
で
高
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
住
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
に

は
じ
め
に

令
和
８
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

間
企
業
な
ど
と
の
官
民
連
携
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
口
減
少
へ
の
対
策
に
は
、

数
十
年
先
を
見
据
え
た
効
率
的
な
行
政

運
営
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
公
共
施
設

の
集
約
化
や
複
合
化
、
用
途
廃
止
な
ど

に
よ
る
施
設
の
総
量
の
削
減
、
学
校
施

設
の
適
正
配
置
な
ど
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
公
共
施
設
な
ど

の
計
画
的
な
管
理
や
施
設
ご
と
の
整
備

方
針
を
定
め
る
た
め
、
附
属
機
関
に
よ

る
審
議
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
改
訂
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
の
進
行
を
少
し
で
も

抑
え
、
少
子
高
齢
化
が
緩
や
か
に
進
む
よ

う
、
町
の
地
理
的
な
利
点
を
生
か
し
、
Ｊ

Ｒ
海
老
津
駅
周
辺
や
居
住
区
域
の
開
発

を
積
極
的
に
誘
導
し
ま
す
。
一
方
で
、
約

900
戸
に
及
ぶ
空
き
家
の
解
消
を
進
め
る

た
め
、
中
古
住
宅
を
活
用
し
た
定
住
促
進

の
施
策
を
令
和
8
年
度
中
に
検
討
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
基
盤
を
築
き
、
住
民
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

令和８年度　施政方針・当初予算

「
自
然
と
共
生
す
る 

し
あ
わ
せ
実
感
都
市 

岡
垣
」

の
実
現
に
向
け
て

　３月定例議会で門司町長が令和８年度の施政方針を発表しました。施政
方針には、１年間をかけてどのような取り組みを行うのか、まちづくりの方
向性が示されています。今回は、その概要と令和８年度予算を紹介します。

問い合わせ　総務課
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【
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
を
安
全
・
快
適

に
利
用
す
る
た
め
に
】

　

第
１
期
施
設
は
平
成
５
年
度
、
第
２

期
施
設
は
平
成
12
年
度
に
建
設
さ
れ
、

年
間
約
40
万
人
が
訪
れ
る
岡
垣
サ
ン

リ
ー
ア
イ
。
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

と
し
て
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
町
外
に
住
む
人
か
ら
も
「
岡

垣
町
と
い
え
ば
サ
ン
リ
ー
ア
イ
」と
言

わ
れ
る
ほ
ど
、
町
を
象
徴
す
る
施
設
で

す
。
建
設
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
70
年
か
ら
80
年
の
長

期
に
わ
た
り
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
適
切
な
時
期
に
補
修
や
更
新

を
行
う
な
ど
、
計
画
的
に
改
修
を
進
め

ま
す
。

【
ま
ち
を
支
え
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
と
維
持
】

　

国
道
３
号
岡
垣
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線

化
と
フ
ル
ラ
ン
プ
化
が
完
了
し
、
安
全

性
の
向
上
や
事
故
発
生
時
の
町
内
道
路

の
渋
滞
緩
和
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
国
道
495
号
と
山
田
ラ
ン
プ
間
の

交
通
量
が
増
加
し
、
近
隣
住
民
の
生
活

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
県
道
岡
垣・

宗
像
線
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
や
国
道

３
号
岡
垣
バ
イ
パ
ス
東
交
差
点
の
横
断

歩
道
橋
、
県
道
原
・
海
老
津
線
バ
イ
パ

ス
の
整
備
促
進
に
向
け
て
、
引
き
続
き

国
や
県
に
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に
西
鉄
バ
ス
松
ケ

台
循
環
線
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

町
内
の
全
て
の
バ
ス
路
線
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
の
運
行
と
な
り
ま
し
た
。

町
を
取
り
巻
く
環
境
は
少
子
高
齢
化
な

ど
を
背
景
に
大
き
く
変
化
し
、
公
共
交

通
の
在
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
状
の
利
用
実
態
を

十
分
に
把
握
し
、
公
共
交
通
体
系
整
備

計
画
の
改
訂
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
災
害
へ
の
対
応
の
強
化
】

　

昨
年
８
月
の
大
雨
で
は
、
過
去
最
大

の
24
時
間
降
水
量
を
記
録
し
ま
し
た
。

そ
の
災
害
対
応
で
、
道
路
の
通
行
止
め

の
周
知
が
新
た
な
課
題
と
し
て
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
通
行
止
め
箇
所
を
分

か
り
や
す
く
地
図
に
表
示
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
早
期
復
旧
を
図
る

た
め
、
新
た
に
庁
内
応
援
体
制
を
整
備

し
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的
に
災
害
対

策
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
水
道
水
の
安
全
安
心
】

　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
へ
の
対
応
と

し
て
芦
屋
基
地
に
近
接
す
る
糠
塚
水
源

の
取
水
調
整
を
行
い
、
水
道
水
は
概
ね

定
量
下
限
値
未
満
の
状
態
を
維
持
し
た

水
質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続
し
、
町
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
守
り
な

が
ら
、
引
き
続
き
水
道
水
の
安
全
・
安

心
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新

規
水
源
の
開
発
を
加
速
し
、
水
資
源
の

確
保
に
努
め
、
水
道
水
の
安
定
供
給
を

行
い
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
】

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
り
、
財
政
へ
の
影
響

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
長
年
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
か
ら

は
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
小
学
校
の
給

食
費
を
無
償
化
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

国
の
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
中
学
校

も
、
町
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
給
食

費
を
無
償
化
し
ま
す
。
ま
た
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
理
由
で
給
食
を
食
べ

ら
れ
な
い
児
童
生
徒
な
ど
の
保
護
者
に

は
、
給
食
費
相
当
分
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
学
校
給
食
の

質
と
量
を
維
持
し
つ
つ
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

特
別
な
配
慮
や
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
の
増
加
や
、
一
部
の
学
校
で
の
児

童
数
減
少
に
伴
う
複
式
学
級
編
成
の
検

討
な
ど
、
学
校
教
育
現
場
で
は
新
た
な

課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

化
し
た
施
設
へ
の
対
応
も
喫
緊
の
課
題

で
す
。
学
校
施
設
の
適
正
配
置
に
向
け

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に
耳
を
傾
け

る
と
と
も
に
、
有
識
者
や
住
民
代
表
な

ど
に
よ
る
学
校
施
設
適
正
配
置
検
討
審

議
会
で
検
討
を
行
い
、
数
十
年
先
を
見

据
え
た
方
針
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

【
平
和
へ
の
思
い
】

　

役
場
の
庁
舎
敷
地
内
の
北
側
に
は
戦

没
者
慰
霊
塔
が
あ
り
、
戦
争
で
尊
い
命

を
失
っ
た
412
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
化
さ
れ
た
ご
遺
族
を
は
じ

め
多
く
の
方
が
訪
れ
や
す
く
な
る
よ

う
、
庁
舎
駐
車
場
か
ら
の
ス
ロ
ー
プ
を

設
置
す
る
予
定
で
す
。
訪
れ
る
方
が
戦

没
者
を
思
い
、
平
和
の
尊
さ
を
感
じ
る

場
所
と
し
て
維
持
し
、
町
全
体
で
平
和

へ
の
思
い
を
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

令和８年度

施政方針・当初予算

施政方針について
詳しくは、町公式ホームページへ
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前年度予算から
９億 2,400 万円（7.1％）増加

一
般
会
計
予
算
は
139
億
２
２
０
０
万
円

その他の会計

会計名 予算額

国民健康
保険事業

30 億 2,285 万円

後期高齢者
医療

７億 8,900 万円

会計名 予算額（税込み）

水
道
事
業

収益的収入 ６億 2,048 万円
収益的支出 ６億 2,109 万円
資本的収入 ２億 2,896 万円
資本的支出 ４億 9,493 万円

下
水
道
事
業

収益的収入 ９億 224 万円
収益的支出 ８億 8,399 万円
資本的収入 ５億 2,094 万円
資本的支出 ７億 8,001 万円

歳　
出

【前年度からの主な増減】
民生費　社会保障費の増加およ
び民間保育所整備補助により、
5 億 9,297 万円（10.5％）増加。
農林水産業費　排水施設や農
業水利施設の整備などにより、
8,790万円（34.0％）増加。

総務費
26 億 1,431万円

（18.8％）

民生費
62 億 2,991万円

（44.8％）

議会費
１億1,548 万円（0.8％）

土木費
７億 33 万円（5.0％）

消防費
４億 9,341万円（3.5％）

公債費 
8 億 1,970万円（5.9％）

その他 3,003 万円 （0.2％）

衛生費
８億 4,818 万円（6.1％）

商工費
2 億 1,371万円

（1.5％）

農林水産業費
３億 4,632 万円（2.5％）

教育費 
15億1,062万円（10.9％）

【前年度からの主な増減】
町税　所得の増加などにより、1
億1,501万円（3.7％）増加。
地方交付税　国の計画などを踏ま
え、２億 3,173万円 （7.8%）増加。
国庫支出金　扶助費の増加に伴
う負担金の増や新規保育所の施
設整備により、2 億 5,776 万円
（11.3％）増加。
繰入金・町債　基金からの繰入金
は646万円（1.4％）増加、町債は
4,030万円（6.2％）増加。

歳　
入

町税
32 億 1,033 万円

（23.1％）

町債
６億 9,180 万円

（5.0%）

地方譲与税・交付金
９億 7,461万円（7.0%）

使用料・手数料
１億 2,613万円

（0.9％）

自主財源� 36.6％
50億 9,159 万円

依存財源� 63.4％
88億 3,041 万円

地方交付税
32 億 93 万円

（23.0％）

国県支出金
39 億 6,307万円

（28.4％）

繰入金
４億 7,456 万円

（3.4％）

その他
10 億 3,057万円

（7.4％）

繰越金
2 億 5,000 万円

（1.8％）

令和８年度
当初予算

　詳しくは、町公
式ホームページへ
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地域資源を活かし発展するまち
○ため池、水路などの
　農業用施設の維持管理 �  8,857万円
○緩衝林の整備と有害鳥獣対策 �  1,921万円
○漁業の振興 �  1,424万円
○商工会への支援 �  1,382 万円
○観光の推進 �  5,180万円
○プレミアム商品券発行補助 �  3,353万円
� など

２

誰もが元気で自分らしく暮らせるまち
○健康づくりの推進 �  3,665万円
○高齢者福祉の増進 �  7,451万円
○障がい福祉事業 �  16 億1,786万円
○介護保険事業 �  7億 5,297万円
○後期高齢者医療事業 �  7億 5,084万円
○高齢者帯状疱

ほうしん
疹予防接種

　（任意接種含む） �  2,811万円
○シニアカー・補聴器購入費補助 �  190万円
○慰霊塔改修 �  493万円
� など

４

１自然を守り、活かし交流を生むまち
○三里松原の保全活動への支援 �  790 万円
○荒廃森林整備 �  453 万円
○環境啓発・人材育成事業 �  191 万円
○脱炭素先行地域づくり事業費補助金 �  3,555 万円
○水道事業会計補助金 �  920 万円
� など

○保育サービスの提供 �  11億 4,881万円
○学童保育所の運営 �  8,027万円
○こども未来館の運営 �  3,842 万円
○英語教育の充実 �  1,492 万円
○教育支援センターの運営 �  393万円
○小学校電子黒板更新 �  6,878万円
○小・中学校特別支援学級設置事業 �  2,761万円
○こども誰でも通園制度関連経費 �  182 万円
○民間保育所施設整備補助 �  2 億 3,232 万円
○学校施設適正配置の検討 �  92 万円
○町民体育館空調等改修工事 �  1億 6,847万円
　※町民武道館空調等改修工事は
　令和７年度補正予算に計上 �  7,799万円
○岡垣サンリーアイの運営 �  2 億 6,593万円
○岡垣サンリーアイ施設改修 �  3 億 4,192 万円

など

人・つながりが育つまち３

○道路橋梁の補修や更新 �  1 億 9,451 万円
○コミュニティバス・
　乗合タクシーの運行など �  1 億 178万円
○自主防災組織への
　支援などの災害対策 �  1,155 万円
○ JR海老津駅周辺の整備事業 �  6,105 万円
○防災無線整備 �  1,430 万円
� など

安全・快適に暮らせる持続可能なまち５
計画推進の基盤
○校区コミュニティ支援 �  1,094 万円
○行政システムの標準化など
　自治体DXの推進 �  9,698万円
○職員採用管理システム導入 �  59万円
� など

６

　

令
和
８
年
度
は
、
第
６
次
総

合
計
画
の
６
年
目
に
当
た
り
ま

す
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

は
じ
め
と
す
る
中
間
評
価
の
結

果
を
踏
ま
え
、
事
務
事
業
の
改

善
を
図
り
な
が
ら
、
数
十
年
先

の
岡
垣
町
を
見
据
え
、
今
必
要

な
施
策
を
着
実
に
実
行
す
る
と

と
も
に
、
現
在
暮
ら
し
て
い
る

住
民
の
皆
さ
ま
の
幸
福
度
を
高

め
る
取
り
組
み
を
同
時
に
進
め

る
こ
と
で
、「
自
然
と
共
生
す
る

　
し
あ
わ
せ
実
感
都
市　
岡
垣
」

の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

思
い
を
力
に
未
来
へ
進
む

　令和８年度の新たな施策や重点的に取り組む
施策を、第６次総合計画の基本目標に沿って紹
介します。

令和　 年度の令和　 年度の
まちづくり

８８
令和８年度

施政方針・当初予算
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